
　

今
議
会
に
お
い
て
、
条
例

の
一
部
改
正
・
廃
止
等
８
議

案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
上

全
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
末
の
税
法
改

正
に
基
づ
き
専
決
処
分
さ
れ

た
南
丹
市
税
条
例
の
一
部
改

正
他
３
報
告
・
補
正
予
算
６

報
告
を
審
議
の
上
、
承
認
し

ま
し
た
。

○
南
丹
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

○
南
丹
市
立
保
育
所
入
所
児

童
通
園
バ
ス
使
用
料
条
例
の

一
部
改
正

○
南
丹
市
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
条
例
の
一
部
改
正

○
南
丹
市
消
防
団
員
等
公
務

　

条
例
の
制
定
、改
廃
に
つ
い
て

は
地
方
自
治
法
に
お
い
て「
議
会

の
議
決
を
経
る
こ
と
」と
な
っ
て

い
る
。し
か
し「
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
き
」は
、

「
専
決
処
分
」で
き
る
と
も
定
め

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、本
案
に
は
、来
年
度

実
施
の
公
的
年
金
受
給
者
の
市

民
税
を「
年
金
か
ら
天
引
き
」す

る
条
項
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。少

な
い
年
金
で
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
を
直
撃
す
る

条
例
改
正
を
、な
ぜ
今
、専
決
処

分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

議
会
の
議
決
権
を
奪
う
重
大
な

問
題
で
あ
り
、市
長
の
見
識
が
疑

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、市
民
の
目
線
に
立
っ
て
、

真
剣
に
検
討
す
れ
ば
、す
べ
て
を

専
決
処
分
す
る
と
は
な
ら
な
い
は

ず
で
あ
り
、職
員
の
資
質
も
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
を
指
摘
し
、承
認
反
対
の

討
論
と
す
る
。

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
税
条
例

の
改
正
は
、個
々
の
改
正
条
文
の

施
行
日
を
確
認
し
、真
に
暇い

と
ま
が
な

い
改
正
部
分
の
み
専
決
処
分
と

し
、次
に
開
催
さ
れ
る
議
会
で
審

議
を
し
て
も
施
行
期
日
と
の
関

係
上
問
題
が
な
い
も
の
は
議
会
に

諮
る
よ
う
に
、慎
重
な
取
り
扱
い

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
専
決
処
分
の
扱
い
は
、

府
内
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
、一

括
で
専
決
を
行
っ
た
の
は「
６
」市

町
村
、分
割
で
行
っ
た
の
は「
８
」

市
町
村
と
な
り
、市
民
の
目
線

で
、対
応
す
る
市
町
村
長
と
、行

政
の
立
場
で
処
理
を
す
る
南
丹

市
長
の
政
治
姿
勢
が
明
確
に
示

さ
れ
た
。

　

施
行
期
日
に
課
題
が
残
る
条

項
も
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
の
専
決

処
分
を
不
承
認
と
言
う
こ
と
は

か
な
わ
な
い
。今
後
の
対
応
は
、市

民
の
立
場
に
た
っ
た
運
用
が
行
わ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

【南丹市税条例の一部改正の専決処分について】

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

○
南
丹
市
監
査
委
員
条
例
の

一
部
改
正

○
南
丹
市
道
路
路
線
の
廃
止

○
南
丹
市
道
路
路
線
の
認
定

○
南
丹
市
道
路
路
線
の
変
更

（
以
上
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

専
決
処
分

○
南
丹
市
福
祉
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正○
平
成
19
年
度
南
丹
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
５
号
）

○
平
成
19
年
度
南
丹
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
５
号
）

○
平
成
19
年
度
南
丹
市
老
人

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
３
号
）

○
平
成
19
年
度
南
丹
市
市
営

バ
ス
運
行
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
３
号
）

○
平
成
19
年
度
南
丹
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
４
号
）

○
平
成
19
年
度
南
丹
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
５
号
）

○
南
丹
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
改
正

○
南
丹
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

（
以
上
全
員
賛
成
で
承
認
）

○
南
丹
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

日
本
共
産
党
・

住
民
協
働
市
会
議
員
団

高
野
　
美
好 

議
員

活
力
ク
ラ
ブ松

尾
　
武
治 

議
員

条
例
改
正

南
丹
市
条
例
の
一
部
改
正
５
議
案
、

　
　
　
　
　
　
　
　

他
３
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決

南
丹
市
税
条
例
の
一
部
改
正
他
３
報
告
、

　
　

南
丹
市
補
正
予
算
６
報
告
の
専
決
処
分
を
承
認

▼賛成討論（要旨）▼ ▼反対討論（要旨）▼

　

私
は
議
員
の
中
で
は
年
長
の
域

に
あ
り
、ま
た
、年
金
受
給
者
の

一
人
と
し
て
、こ
の
た
び
の
長
寿

医
療
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、

い
さ
さ
か
不
安
を
抱
い
て
い
る
一

人
で
あ
る
。長
寿
医
療
制
度
は
私

た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
い
制
度
で

あ
る
べ
き
と
考
え
る
。今
、少
子
高

齢
化
の
我
国
に
お
い
て
医
療
保
険

制
度
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。戦
後
の

復
興
を
支
え
今
日
の
日
本
社
会

を
築
き
上
げ
ら
れ
た
高
齢
者
の

方
々
が
安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ

る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
為
に
は
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
保
険
制
度
が
必
要
で

あ
り
、今
一
度
充
分
検
討
し
幅
広

い
論
議
が
必
要
で
あ
る
。国
民
的

視
野
に
た
っ
た
医
療
制
度
や
家
族

の
あ
り
方
も
含
め
た
内
容
で
あ

る
と
考
え
、本
意
見
書
の
賛
成
討

論
と
す
る
。

　

75
歳
と
い
う
年
齢
を
重
ね
た
だ

け
で
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療

保
険
か
ら
強
制
的
に
追
い
出
し
、

高
い
保
険
料
は
断
り
も
な
く
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。そ
の
上
、包

括
診
療
な
ど
で
医
療
の
制
限
が
行

な
わ
れ
る
な
ど
空
前
の
改
悪
制
度

で
あ
る
。医
療
削
減
の
た
め
に
高

齢
者
を
差
別
す
る
制
度
で
あ
り
、

廃
止
す
る
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

保
険
料
は
２
年
毎
に
見
直
し
が

さ
れ
、天
井
知
ら
ず
に
引
き
上
げ

が
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。ま
た
、

滞
納
す
れ
ば
、保
険
証
を
取
り
上

げ
る
な
ど
、高
齢
者
の
命
を
軽
ん

じ
、血
も
涙
も
な
い
制
度
で
あ
る
。

　

日
本
は
、今
ま
で
古
希
、喜
寿
、

米
寿
と
老
人
を
敬
う
社
会
で
あ
っ

た
も
の
が「
年
寄
り
を
疎う

と

ん
じ
る

社
会
」に
な
って
し
ま
う
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

は
単
な
る
見
直
し
で
な
く
、廃
止
、

白
紙
に
戻
し
一
か
ら
議
論
を
し

直
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論（
要
旨
） 

　  

活
緑
ク
ラ
ブ       

藤
井
　
日
出
夫 

議
員

▼
賛
成
討
論（
要
旨
） 

    

日
本
共
産
党
・

 

住
民
協
働
市
会
議
員
団

　  

大
西

　
一
三 

議
員

長寿（後期高齢者）医療制度の早期改善を求める意見書
　超高齢化社会を迎え、このままではわが国の医療を支えることが困難との認識から、平成１８年 6月健康保険法等
の一部が改正され、従来の老人保健制度を廃止し、７５歳以上の高齢者等を対象とした長寿（後期高齢者）医療制
度が、京都府では、府内全市町村で構成する「広域連合」のもとに平成２０年４月１日からスタートした。
　この制度の実施にあたっては、法施行前から既に一定の激変緩和措置が設けられたものの、被扶養者の新たな負
担や年金からの引落しによる保険料の負担感とともに、高齢者担当医の導入等、高齢者の生活に与える影響が大きく、
多くの課題が指摘されているのが事実である。
　その上、導入から約２カ月が経過する中で、制度自体の周知不足と準備の遅れ等により、保険証の未到達や年金
からの引落しをめぐるトラブルが全国的に相次いでいる。
　こうした混乱がこれ以上広がれば、制度に対する失墜はもちろんのこと、医療不安につながることが危惧される。
　国は、制度の意義について国民にさらに理解を求めるとともに、医療不安を払拭するための改善努力が求められる。

　よって、国におかれては、次の事項について特段の措置を講じられるよう、強く要望する。

　１　７５歳以上の高齢者等にも、わかりやすい簡素な制度内容とすること。
　２　医療給付費に占める公費負担割合を増し、高齢者等の負担割合が軽減されるよう見直すこと。
　３　制度の問題点を明らかにした上で、全ての高齢者が安心して医療が受けられるよう、早急に制度の改善を行い、
　  将来にわたって持続可能な医療制度の確立を図ること。
　４　制度内容の周知徹底を図ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
平成２０年６月２６日

　内閣総理大臣　他
京都府南丹市議会議長　吉田繁治

後期高齢者医療制度についての意見書をめぐり討論、採決
「廃止等を求める意見書案」と「早期改善を求める意見書案」がそれぞれ、議員提案されました。

廃
● ●

止等を求める意見書の賛成討論 早期改
● ●

善を求める意見書の賛成討論

「
長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度
の

  

早
期
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」を
提
出

意
見
書
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
国
に
提
出
し
ま
し
た
。
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